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中標津モデルを活かした人口減少対策を

１）交流人口の増加と新規雇用の創出について

地場産品販売所を拠点に農業高校卒業生が現場を担い、
ＩＴを学ぶ学生がデジタル分野を支え、観光客が交流する
仕組みを形成することで、農業振興、若者雇用、交流人口
増を一体的に実現できるのではないか。販売拠点を農業振
興や若者雇用、ＩＣＴ人材活用と結び付けて推進していく
べきでは？

町　長

２）定住・移住促進のための住宅整備施策の強化について

移住者への住宅供給ではPFI事業活用で行政のトータル
コストを抑制し、質の高い住宅整備が可能と考えられる。
また、移住希望者への強力なアピールとなり地域経済の活
性化や新たな雇用創出につながり、さらに交流人口の増加
が新たな移住希望者を呼び込み、「交流から定住」の好循
環が期待される。PFI事業活用の考えは？

町　長

３）情報発信の強化について

移住地に選んでもらうには積極的な情報発信と移住希望
者と多くの接点を持つことが重要である。しかし、本町の
住みやすさが移住希望者の目に留まらなければ魅力を伝え
ることはできない。広域的かつ多面的な情報発信を強化
し、移住・定住や観光促進につなげる考えは？

町　長

介護事業の持続可能な体制強化に向けた取り組みを

１）若年層・子育て世代への就労支援の充実を

例えば町立病院の院内保育所のように安心して保育と就
労の両立が可能な環境を整備することが必要ではないか？
また、介護資格の取得・更新に係る経費の拡充で経済的に
も安心して介護業務に従事できる支援が必要と考えるが、
今後、介護人材の就労定着を目的とした支援の考えは？

町　長
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２）介護用機器導入の支援を

介護業務は身体的負担が大きく、仕事は続けたいが、体
の不調を要因として離職される方もいる。高齢者人材の活
躍は重要で、介護用機器の活用により身体的負担軽減を図
り就労環境を改善することは就労継続に大きく資すると考
える。機器導入の補助や助成など、本町が主体的に支援策
を講じるべきでは？

町　長

３）外国人介護人材の受け入れ体制構築を

介護人材の慢性的な不足から外国人材を雇用している現
状がある。今後、さらなる人材不足が危惧される中、外国
人材の受け入れを一層進めることが重要である。外国人材
受け入れに対する体制整備の取り組みを進めるべきでは？

町　長

４）介護予防と軽度者支援の強化を

高齢者ふれあいサロンや老人クラブの活動は、高齢者の
居場所づくりなどの介護予防・健康寿命を延ばす取り組み
としての大事な役割を担っている。また、元気な高齢者を
増やすことは、将来的な介護現場の負担軽減につながると
考えるが、活動継続支援は必須だがより一層の支援強化の
考えは？

町　長
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